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「
シ

リ
ア

国
　

節
水

灌
漑

農
業

普
及

計
画

」
　

評
価

グ
リ

ッ
ド

調
査

結
果

評
価

項
目

調
査

大
項

目
調

査
小

項
目

調
査

結
果

相
手
国
開
発
政
策
と
の

整
合

性
上

位
目

標
は

当
該

国
の

開
発

政
策

や
開
発
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か

限
ら
れ
た
水
資
源
の
保
全
は
、
同
国
の
第

10
次

5カ
年
国
家

開
発

計
画

（
20

06
年

～
20

10
年

）
に

お
け

る
最

も
重

要
な

政
策

の
1つ

で
あ

る
。

ま
た

、
急

速
に

水
資

源
が

枯
渇

し
つ

つ
あ

る
こ

と
に
対
す
る
緊
急
性
か
ら
、
水
を
余
分
に
浪
費
す
る
伝
統

的
灌

漑
か

ら
灌

漑
近

代
化

を
早

急
に

推
進

す
る

こ
と

は
、

シ
リ

ア
国

政
府

の
政

策
方

針
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
効

率
的

な
水

利
用

と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
は
同
国
の
優
先
政
策
と
合
致

し
て

い
る

。

対
象

者
（

受
益

者
）

の
選

定
、

抽
出

は
適
切
か
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
＝
灌
漑
技
術
者
、
灌
漑
普
及

員
及

び
灌

漑
専

門
員

並
び

に
対

象
地

域
の
農
家
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

C
/P
機
関
は
、
農
業
省
傘
下
の
農
業
自

然
資

源
研

究
局

（
A

N
R

R）
、

普
及

局
（

D
oE

）
、

そ
れ

に
灌

漑
近

代
化

推
進

局
（

D
M

IC
）

で
あ

る
。

ま
た

、
灌

漑
節

水
に

係
る

様
々
な
機
関
の
職
員
を
政
策
レ
ベ
ル
か
ら
現
場
レ
ベ
ル
ま

で
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ

と
し

て
設

定
し

た
。

さ
ら

に
最

終
受

益
者

層
で

あ
る

農
家

の
状

況
を

に
ら

ん
だ

活
動

を
展

開
し

て
き

た
。
こ
う
し
た
実
施
体
制
に
よ
っ
て
、
最
終
受
益
者
で
あ

る
農

家
に

と
っ

て
真

に
必

要
な

一
連

の
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
っ

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

の
抽

出
や

選
定
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
各
農
家
と
日

常
的

に
か

か
わ

り
、

直
接

指
導

や
助

言
を

行
っ

て
い

る
県

レ
ベ

ル
の

普
及

員
の

人
材

育
成

を
行

っ
た

こ
と

は
効

果
的

で
あ

っ
た

と
い

え
る
。
な
お
、
本
件
で
対
象
と
な
っ
た
地
域
は

3県
だ
が
、

そ
の

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
地

域
の

特
性

を
始

め
、

灌
漑

シ
ス

テ
ム

、
灌

漑
近

代
化

の
状

況
、

作
物

生
産

状
況

等
、

様
々

な
観

点
か
ら
最
終
候
補
地
を
選
ん
で
い
る
。

受
益

者
（

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ

）
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
た
か

灌
漑
農
業
に
お
い
て
水
の
有
効
利
用
は
、
単
に
国
家
政
策

の
み

な
ら

ず
、

農
家

レ
ベ

ル
、

す
な

わ
ち

マ
イ

ク
ロ

レ
ベ

ル
に

と
っ

て
も

、
中

長
期

的
展

望
に

鑑
み

れ
ば

不
可

欠
な

も
の

で
あ

り
、

本
件
は
こ
う
し
た
農
家
、
と
り
わ
け
近
代
灌
漑
器
具
を
導

入
し

た
農

家
に

と
っ

て
、

い
か

に
水

を
節

約
す

る
か

と
い

っ
た

技
術

や
情

報
を

持
た

な
い

、
こ

う
し

た
農

家
の

要
望

に
応

え
る

べ
き

機
会
を
提
供
し
た
と
い
え
る
。
一
方
、
同
国
に
は
灌
漑
を

専
門

と
す

る
普

及
員

が
ま

だ
育

っ
て

お
ら

ず
、

農
家

へ
の

指
導

を
含

め
、

普
及

員
を

対
象

に
研

修
を

提
供

し
た

こ
と

は
妥

当
性

が
高

い
。

対
象

事
業

の
選

定
（

研
修

方
法

や
普

及
支
援
方
法
・
ア
プ
ロ
ー
チ
）
は
適
切
で
あ
っ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
農
家

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

た
も

の
を

採
用

し
て

お
り

、
本

件
は

こ
う

し
た

受
益

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

た
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

も
妥

当
性

が
高
い
。

日
本
国
側
の
政
策
と
の

整
合

性
協

力
内

容
は

我
が

国
及

び
JI

C
A
の

重
点
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か

JI
C

A
国
別
事
業
実
施
計
画
の
中
で
、
「
水
資
源
管
理
と
効

率
的

利
用

」
は

他
の

3つ
の

援
助

重
点

目
標

と
と

も
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
1つ

で
あ

り
、

中
で

も
本

案
件

は
「

水
資

源
の

有
効

活
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
核
の

1つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、

我
が

国
の

方
針

と
整

合
し

て
い

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の

妥
当

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
計

画
は

適
当

で
あ
っ
た
か
（

PD
M
の
論
理
性
も
含
め
）

当
該
国
に
お
い
て
は
、
全
体
の
水
利
用
の
内
、
農
業
が

80
％

も
の

消
費

を
占

め
て

お
り

、
な

お
か

つ
灌

漑
水

の
60

％
以

上
を

地
下

水
か

ら
利

用
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

本
件

で
は

、
そ

う
し

た
地
下
水
地
域
を
対
象
と
し
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
に
基

づ
き

対
象

と
な

る
県

の
中

か
ら

、
農

業
及

び
灌

漑
等

の
特

徴
を

つ
ぶ

さ
に

代
表

す
る

対
象

地
域

を
慎

重
に

選
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
初
に
、
農
民
の
ニ
ー
ズ
や
問
題
を
把
握

す
る

目
的

で
上

記
の

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
始

め
と

し
た

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

本
件

コ
ン

セ
プ

ト
や

活
動

に
反
映
し
て
お
り
、
ど
の
活
動
も
実
用
的
か
つ
、
普
及
員

を
始

め
農

家
に

適
用

し
や

す
い

内
容

と
な

っ
て

お
り

、
極

め
て

適
切

な
計

画
策

定
で

あ
っ

た
と

い
え

る
。

な
お

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
及
び
指
標
の
要
約
の
記
載
に
つ
い
て
、
一
部
不
明
確
な

も
の

が
あ

り
、

関
係

者
間

で
意

思
統

一
が

図
ら

れ
て

い
な

い
も

の
が

あ
っ

た
。

日
本
国
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ

の
比

較
優

位
性

我
が

国
が

本
案

件
に

協
力

す
る

上
で

の
有
効
性
や
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
っ
た
か
？

乾
燥
地
域
に
お
け
る
節
水
灌
漑
技
術
と
い
う
分
野
に
限

れ
ば

、
日

本
国

の
比

較
優

位
性

が
特

に
優

れ
て

い
る

訳
で

は
な

い
。

し
か

し
、

シ
リ

ア
国

農
業

分
野

に
対

す
る

我
が

国
の

技
術

協
力

の
歴
史
や
近
年
の
水
分
野
に
お
け
る
技
術
協
力
の
強
化
を

顧
み

れ
ば

、
双

方
の

協
力

関
係

や
人

脈
が

育
っ

て
お

り
、

か
つ

適
正

技
術

の
活

用
等

の
点

で
も

比
較

優
位

が
あ

る
と

判
断

で
き

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達

成
の

見
込

み
「

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
に

お
い

て
、
近
代
的
節
水
灌
漑
推
進
の
対
応
能
力
が
向
上
さ
れ
た
関
係
組

織
・

ス
タ

ッ
フ

の
支

援
に

よ
っ

て
、

各
農
作
物
に
対
し
て
適
切
な
量
の
灌
漑
用
水
が
使
用
さ
れ
る
」
と

い
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
で

き
た
か

本
件
は
、
作
物
栽
培
に
お
い
て
、
作
物
生
産
に
負
の
影
響

を
与

え
る

こ
と

な
く

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

記
さ

れ
た

指
標

を
超

え
る

割
合

で
節

水
す

る
こ

と
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
サ

イ
ト

に
て

可
能

と
な
っ
た
（
平
均
で

21
％
の
節
水
を
達
成
）
こ
と
を
踏

ま
え

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
進

行
し

て
い

る
と

判
断

さ
れ

る
。

さ
ら

に
、

本
件

は
、

対
対

象
地

域
に

お
い

て
、
農
家
へ
の
普
及
活
動
を
通
し
て
、
研
究
所
で
の
試
験

レ
ベ

ル
で

は
な

く
、

圃
場

レ
ベ

ル
で

の
節

水
灌

漑
の

達
成

を
可

能
に

し
た

。
ま

た
、

普
及

員
へ

の
研

修
を

始
め

と
し

て
、

節
水

灌
漑

及
び
水
資
源
の
有
効
利
用
に
必
要
な
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供

し
て

き
て

お
り

、
有

効
性

が
高

い
。

以
上

、
す

べ
て

の
活

動
は

予
定

ど
お

り
実

施
さ

れ
、

所
要

の
成

果
を

上
げ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目
標
は
そ
の
達
成
に
向
け
て
、
各
成
果
は
着
実
に
進
行

し
て

い
る

と
判

断
さ

れ
る

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達
成
す
る
の
に
十
分

で
あ

っ
た

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

活
動

及
び

そ
の
成
果
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
上
で
十
分
で
あ
っ

た
か

本
件
は
、
大
き
く

3つ
の
要
素
で
あ
る
「
研
究
」
、
「
研

修
」

、
「

普
及

」
か

ら
な

る
が

、
こ

の
3要

素
が

機
能

的
に

働
き

、
計

画
ど

お
り

遂
行

さ
れ

、
所

定
の

成
果

を
上

げ
て

お
り

、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

活
動

及
び

そ
の

成
果

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
上

で
十

分
で

あ
っ

た
と

い
え

る
。

＜
関
係
機
関
の
連
携
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

3要
素
の
機

能
的

な
組

み
合

わ
せ

＞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

3つ
の

C
/P
機
関
が
リ
ン
ク
し
、
積
極
的

に
連

携
、

協
力

し
た

こ
と

が
何

よ
り

の
促

進
要

因
で

あ
る

。
例

え
ば

、
デ

モ
圃

場
へ

の
運

営
指

導
を

通
じ

て
得

た
経

験
や

体
験

が
、

研
修
や
普
及
活
動
に
効
果
的
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
集
大

成
と

し
て

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

始
め

と
す

る
様

々
な

成
果

品
を

生
み

出
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
異

な
る

組
織

、
あ

る
い

は
行

政
レ

ベ
ル
間
の
連
携
、
有
機
的
な
活
動
の
組
み
合
わ
せ
が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

円
滑

な
遂

行
、

さ
ら

に
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
に

貢
献

し
た

。

＜
普
及
員
及
び
政
府
の
施
策
支
援
＞

も
と
も
と

C
/P
と
し
て
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の

普
及

ユ
ニ

ッ
ト

の
普

及
員

、
と

り
わ

け
デ

モ
圃

場
担

当
や

周
辺

に
配

置
さ

れ
た

普
及

員
が

、
圃

場
レ

ベ
ル

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を

始
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
大
き
な
貢
献
を
し

て
き

た
。

一
方

、
D

M
IC
と

い
う

近
代

灌
漑

を
担

う
新

し
い

機
関

を
設

立
し

た
こ

と
を

始
め

、
シ

リ
ア

国
政

府
の

施
策

が
本

件
を

後
押

し
し
た
。

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
か
か
る
時
機
と
環
境
＞

同
国
で
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
急
速
な
普
及
、
ま
た
こ

こ
数

年
、

地
下

水
資

源
の

低
下

や
枯

渇
と

い
っ

た
危

機
に

直
面

し
た

地
域

や
農

家
の

例
が

増
え

て
い

る
事

実
と

も
重

な
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
は
時
機
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ

っ
て

、
灌

漑
に

か
か

る
水

の
節

約
は

政
府

の
み

な
ら

ず
農

家
に

と
っ

て
も

、
意

識
す

る
如

何
に

関
わ

ら
ず

、
緊

急
を

要
す

る
も

の
で

あ
っ
た
。

＜
枯
水
や
旱
魃
等
に
よ
る
負
の
影
響
＞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
に
お
い
て
、
旱
魃
や
枯
水
が

発
生

し
た

こ
と

で
農

家
の

作
物

栽
培

ひ
い

て
は

収
量

に
負

の
影

響
が

あ
り

、
ま

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
上

、
デ

ー
タ

収
集

と
い

っ
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
面
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら

の
事

柄
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

制
御

で
き

な
い

も
の

で
あ

り
、

PD
M
で

定
め

ら
れ

て
い

た
よ

う
に

 、
予

測
で

き
な

い
阻
害
要
因
で
あ
る
。

＜
デ
モ
圃
場
対
象
数
と
農
家
の
マ
イ
ン
ド
変
容
の
困
難
性

＞
対
象
と
な
る
サ
イ
ト
が
広
大
な
地
域
で
も
あ
り
、
デ
モ
圃

場
は

、
作

物
を

始
め

、
多

様
な

営
農

環
境

（
土

壌
、

灌
漑

方
法

、
市

場
、

水
資

源
、

近
代

灌
漑

器
具

導
入

の
有

無
、

普
及

の
支

援
体

制
等
も
含
む
）
に
鑑
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
応

じ
た

圃
場

設
定

が
必

要
と

の
声

が
あ

っ
た

。
一

方
、

灌
漑

地
の

適
切

な
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
単

に
各

農
家

の
財

政
事

情
だ

け
で

な
く
、
マ
イ
ン
ド
や
態
度
の
点
が
あ
り
、
行
動
変
容
を
短

期
間

で
促

す
こ

と
は

容
易

で
は

な
か

っ
た

。

投
入

（
人

、
施

設
、

資
機

材
、

資
金

）
の
活
用
度
は
十
分
か

投
入

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
計

画
変

更
は

適
正
だ
っ
た
か
（
長
専
・
短
専
門
遣
や
機
材
投
入
）
、
ま
た
投
入

量
は

適
正

で
あ

っ
た

か

C
/P
研

修
本
件
で
は
、
日
本
国
、
ヨ
ル
ダ
ン
国
及
び
ギ
リ
シ
ア
国
で

の
研

修
等

が
効

果
的

に
組

み
合

わ
せ

ら
れ

、
研

修
に

見
合

っ
た

研
修

生
が

選
考

さ
れ

、
実

施
さ

れ
て

い
る

。
と

り
わ

け
、

本
邦

研
修

生
は
、
単
に
日
本
国
で
の
研
修
に
よ
る
技
術
の
向
上
や
情

報
収

集
と

い
っ

た
面

以
上

に
、

日
本

国
の

理
解

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
精

神
的

な
面

で
大

き
く

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
理

解
と

参
画
の
拡
大
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
、
よ
り

一
層

の
貢

献
し

た
。

C
/P

 ・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

（
必

要
な

数
及
び
水
準
、
常
駐
専
任
数
）

日
本
人
専
門
家
は
確
実
に
技
術
移
転
を
行
い
、
か
つ
様

々
な

調
整

や
監

督
指

導
も

行
い

、
ま

た
シ

リ
ア

人
C

/P
と

の
強

い
信

頼
関

係
を

構
築

す
る

役
割

も
担

っ
た

。
一

方
、

シ
リ

ア
側

も
異

動

や
退
職
、
海
外
研
修
等
で
一
部
変
動
が
あ
る
も
の
の
、

C
/P
は

計
画

ど
お

り
配

置
さ

れ
、

そ
の

能
力

、
動

機
も

高
く

、
必

要
な

活
動

を
遂

行
す

る
上

で
貢

献
し

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
物

（
そ

の
作

成
と
活
用
度
合
い
）

成
果
品
は
、
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
は
じ
め
、
研
修
・
普

及
教

材
等

、
様

々
な

も
の

が
作

成
さ

れ
、

多
々

活
用

さ
れ

て
い

る
（

成
果

品
リ

ス
ト

は
評

価
調

査
英

文
報

告
書

の
添

付
A

nn
ex

6(
j)と

し

て
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
例
え
ば
、
教
材
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
多

く
が

、
他

の
機

関
で

活
用

さ
れ

て
い

る
（

一
例

と
し

て
、

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

活
用

：
A

O
A

D
: A

ra
b 

O
rg

an
iz

at
io

n 
of

 A
gr

i.
D

ev
el

op
m

en
tの

予
算
に
よ
る
、
同
研
修
に
お
い
て
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

教
材

を
活

用
）

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

に
向

け
て

、
イ
ン
プ
ッ
ト
が
適
切
に
運
営
管
理
さ
れ
た
か

研
修
や
普
及
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動

は
、

効
率

的
に

か
つ

効
果

的
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
に

応
じ

た
大

き
な

成
果

が
現

れ
て

い
る

。
と

り
わ

け
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
に
実
施
さ
れ
た
灌
漑
専
門
員
研
修
（

SM
S研

修
）

は
、

対
象

者
が

灌
漑

普
及

員
研

修
受

講
生

の
中

か
ら

適
性

や
能

力
に

よ
っ

て
選

抜
さ

れ
て

お
り

、
各

配
属

先
の

部
署

を
代

表
し
て
い
る
。
な
お
、
質
問
票
回
答
の
中
に
は
、
成
果
を
よ

り
一

層
上

げ
る

に
は

、
研

修
コ

ー
ス

の
期

間
を

よ
り

長
く

す
る

、
研

修
科

目
の

増
加

、
教

材
や

配
布

物
の

提
供

な
ど

と
い

っ
た

要
望

も
か
な
り
あ
っ
た
。

合
同

運
営

委
員

会
は

、
適

切
に

機
能

し
た
か

本
件
に
関
し
て
は
、
合
同
運
営
委
員
会
は
じ
め
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

必
要

な
会

議
が

様
々

な
段

階
あ

る
い

は
レ

ベ
ル

で
定

期
的

に
開

催
さ

れ
て

お
り

、
人

間
関

係
の

構
築

や
関

係
機

関
の

協
力
、
効
率
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま

た
第

3回
委

員
会

で
は

、
D

M
IC
が

正
式

な
C

/P
機

関
と

し
て

承
認

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
か

か
る

効
率

的
な

展
開
の
た
め
の
連
携
模

索
関

係
す

る
組

織
・

機
関

と
の

連
携

は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
に
あ
る
自
然
資
源
研
究
所
の
農

業
試

験
場

に
は

、
青

年
海

外
協

力
隊

員
（

野
菜

、
土

壌
肥

料
分

野
で

各
1名

ず
つ

）
が

配
置

さ
れ

、
現

場
レ

ベ
ル

で
の

活
動

を
通

じ
て

シ
リ
ア
人
と
の
関
係
構
築
、
さ
ら
に
は
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集

分
析

を
行

っ
て

き
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

こ
う

し
た

協
力

隊
員

と
意

見
交

換
は

じ
め

、
勉

強
会

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
修

や
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
連
携
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た

現
場

レ
ベ

ル
で

の
活

動
と

の
密

接
な

連
携

を
行

い
、

配
属

機
関

で
あ

る
自

然
資

源
研

究
所

の
技

術
的

な
能

力
向

上
に

も
効

果
的

に
寄
与
し
た
と
い
え
る
。

上
位
目
標
達
成
の
見
込

み
上

位
目

標
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
乖
離
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
そ
の
貢
献
は
ど
う
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以

降
、

3年
と

い
う

短
期

間
で

も
あ

り
、

地
域

全
体

の
詳

細
な

デ
ー

タ
収

集
が

困
難

な
こ

と
も

あ
り

、
現

時
点

で
評

価
を

行
う

こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
実
施
に
よ
り
、
灌

漑
近

代
化

技
術

に
係

る
普

及
の

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

地
域

に
お

い
て

効
率

的
な

水
利

用
が

可
能

と
な

る
た

め
の

基
礎
が
築
か
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
様
々
な
正
の
イ

ン
パ

ク
ト

が
現

わ
れ

て
き

て
い

る
。

＜
新
組
織
設
立
と
組
織
構
築
へ
の
寄
与
＞

農
業
・
農
地
改
革
省
（

M
A

A
R）

は
、
近
代
化
節
水
灌

漑
の

推
進

を
目

指
し

て
、

20
06

年
7月

に
灌

漑
近

代
化

推
進

局
（

D
M

IC
）

を
立

ち
上

げ
、

そ
の

活
動

も
開

始
さ

れ
て

い
る

。
本

件
は
、
当
局
の
設
立
及
び
そ
の
後
の
業
務
活
動
に
関
し
て

、
当

局
職

員
へ

の
研

修
を

始
め

積
極

的
な

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
研

修
に

よ
っ

て
、

同
局

の
人

材
育

成
や

新
機

関
の

組
織

強
化

に
つ
な
が
っ
た
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
同
機
関
に
よ
る
灌

漑
近

代
化

の
導

入
や

推
進

が
一

般
農

家
の

圃
場

レ
ベ

ル
ま

で
浸

透
さ

れ
る

こ
と

が
期

待
で

き
る

。

＜
新
研
修
コ
ー
ス
の
設
置
＞

D
M

IC
で
新
た
に
研
修
コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の

コ
ー

ス
の

講
師

や
教

材
は

ま
さ

に
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
育

っ
た

、
あ

る
い

は
生

ま
れ

た
も

の
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

大
き

な
イ

ン
パ
ク
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。

＜
C

/P
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
能
力
向
上
＞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

C
/P
が
研
修
あ
る
い
は
普
及

活
動

に
つ

い
て

自
分

達
で

行
え

る
だ

け
で

な
く

、
独

自
で

他
の

別
の

研
修

に
関

し
て

も
計

画
か

ら
実

践
、

さ
ら

に
は

評
価

ま
で

行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
（
例
え
ば
、
イ
ラ
ク
研
修
員
の
受
け

入
れ

等
が

好
事

例
）

。
ま

た
、

農
家

に
対

す
る

普
及

活
動

も
よ

り
一

層
推

進
さ

れ
、

農
家

へ
の

助
言

や
指

導
力

も
向

上
し

た
。

＜
研
修
及
び
普
及
の
新
し
い
モ
デ
ル
の
構
築
＞

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
に
実
施
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ

や
普

及
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
実

践
的

な
啓

蒙
普

及
活

動
を

始
め

、
研

修
・

普
及

活
動

の
蓄

積
は

シ
リ

ア
国

に
と

っ
て

、
特

に
研

修
講

師
、

普
及
員
に
は
新
し
い
手
法
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

全
員

が
、

そ
の

実
践

的
で

農
民

に
適

用
可

能
な

手
法

や
ア

プ
ロ

ー
チ

を
歓

迎
し

て
い

る
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
節
水
灌
漑
を
目
指
し
た
本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

ま
さ

に
シ

リ
ア

国
に

お
い

て
「

パ
イ

ロ
ッ

ト
」

的
な

「
モ

デ
ル

」
と

な
っ

た
。

経
済

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
る

か

＜
農
家
の
意
識
変
容
や
圃
場
で
の
便
益
効
果
＞

C
/P
や
普
及
員
の
指
導
を
基
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
周

辺
農

家
が

、
節

水
灌

漑
の

重
要

性
を

認
識

し
、

そ
の

結
果

、
実

際
に

自
分

の
圃

場
で

節
水

を
実

践
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

燃
料

費
の
消
費
や
労
力
の
削
減
、
あ
る
い
は
農
産
物
の
生
産
量

増
加

等
に

よ
っ

て
、

コ
ス

ト
削

減
や

収
入

増
に

つ
な

が
っ

た
例

も
見

受
け

ら
れ

る
。

な
お

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

デ
モ

圃
場

に
は

、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
生
や
周
辺
農
家
の
み
な
ら
ず
、
他
機
関

の
研

修
生

の
訪

問
等

が
行

わ
れ

て
お

り
、

実
践

圃
場

の
優

良
事

例
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
。

文
化

・
社

会
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

る
か

＜
デ
モ
農
家
の
訪
問
に
よ
る
水
の
効
率
利
用
の
重
要
性

と
意

識
変

容
＞

デ
モ
圃
場
農
家
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
計
画
し
た
活
動

へ
の

参
画

で
多

数
の

訪
問

者
を

受
け

入
れ

る
だ

け
で

な
く

、
別

の
研

修
コ

ー
ス

受
講

生
や

周
辺

農
家

か
ら

も
訪

問
を

受
け

、
説

明
や

指
導
も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
デ
モ
圃
場
を
訪
問
し
た
研

修
生

や
農

家
は

、
普

及
員

の
更

な
る

指
導

や
助

言
を

基
に

、
徐

々
に

近
代

型
灌

漑
に

係
る

情
報

を
受

け
て

、
水

の
効

率
利

用
に

関
心

が
高
ま
り
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
っ
た
。

予
期

さ
れ

な
か

っ
た

正
負

の
影

響
や

波
及
効
果
は
あ
っ
た
か

特
に
な
し
。

灌
漑

近
代

化
に

か
か

る
政

府
の

施
策

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
継
続
性

シ
リ
ア
国
政
府
は
国
家
政
策
と
し
て
、
水
資
源
の
保
全

や
政

府
目

標
の

達
成

の
た

め
、

節
水

灌
漑

農
業

の
技

術
や

普
及

推
進

を
継

続
し

て
支

援
を

行
う

で
あ

ろ
う

と
思

料
さ

れ
る

。
政

府
の

こ
う
し
た
強
い
支
援
が
あ
る
限
り
、

C
/P
機
関
は
農
家
に
必

要
な

支
援

を
継

続
で

き
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
適

切
な

近
代

灌
漑

の
設

置
及

び
維

持
運

営
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

の
成
果
品
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
農
家
支
援
が
望
ま

れ
る

。

研
修

/普
及

事
業

の
維

持
、

ス
タ

ッ
フ
の
定
着
度
や
地
位
、
研
究
・
研
修
・
普
及
効
果
と
持
続
性

C
/P
は
職
責
や
職
場
の
変
更
が
な
い
限
り
、
引
き
続
き
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

や
成

果
を

行
う

も
の

と
思

料
さ

れ
る

。
な

お
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

継
続

し
て

い
く

た
め

に
は

、
節

水
推

進
に
か
か
る
組
織
や
制
度
面
で
、
次
の
よ
う
な
側
面
を
重

視
あ

る
い

は
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
①

節
水

に
つ

い
て

、
関

係
す

る
諸

機
関

（
研

究
、

研
修

、
普

及
に

関
す

る
関

連
機

関
）

が
引

き
続
い
て
協
力
体
制
を
構
築
あ
る
い
は
維
持
で
き
る
か
、

ま
た

中
央

及
び

地
方

レ
ベ

ル
で

の
連

携
方

法
。

そ
の

上
で

農
業

省
の

組
織

改
革

下
、

行
政

や
組

織
構

造
の

行
方

や
役

割
の

明
確

化
、

確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ

れ
た

人
材

の
確

保
あ

る
い

は
補

強
、

③
近

代
化

灌
漑

導
入

に
興

味
の

あ
る

農
家

に
対

す
る

推
進

あ
る

い
は

支
援

の
方

法
。

A
N

R
R、

普
及
局
及
び

D
IM

C
の

組
織

能
力

M
A

R
R
組

織
基

盤
/体

制
と

今
後

の
組
織
展
望

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
係
し
た

C
/P
諸
機
関
は
、
近
代
灌
漑

農
業

推
進

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

や
責

務
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
引

き
継

が
れ

る
で

あ
ろ

う
と

思
料

さ
れ
る
。

C
/P
の

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

定
着

度
研
修
計
画
の
策
定
か
ら
そ
の
実
施
、
あ
る
い
は
効
果
的

な
普

及
活

動
の

展
開

な
ど

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
/P
個

々
の

技
術

レ
ベ

ル
は

し
っ

か
り

し
て

お
り

、
知

識
や

経
験

、
さ

ら
に

は
自

信
等

の
点
で
特
に
問
題
は
な
い
と
思
料
さ
れ
る
。
一
方
、
デ

モ
圃

場
農

家
も

同
様

、
他

農
家

に
い

つ
で

も
説

明
、

指
導

で
き

る
知

識
や

技
能

を
十

分
に

身
に

付
け

て
き

た
。

以
上

、
C

/P
を

始
め

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
は
、
本
件
実
施
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

技
能

や
知

識
を

基
に

、
さ

ら
に

発
展

し
て

い
け

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
は

高
い

と
判

断
さ

れ
る

。

機
材

の
維

持
管

理
、

活
用

度
供
与
機
材
の
問
題
は
特
に
な
し
。

他
地

域
へ

の
普

及
の

可
能

性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
教
材
や
研
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、

更
な

る
研

修
活

動
を

行
う

上
で

、
C

/P
に

と
っ

て
役

立
つ

は
ず

で
あ

る
。

特
に

、
普

及
ポ

ス
タ

ー
や

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

は
じ

め
、

さ
ら
に
教
材
を
全
国
に
配
布
す
る
こ
と
で
そ
の
効
果
は

一
層

広
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

な
お

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
蓄

積
さ

れ
た

実
用

的
な

研
修

や
普

及
手

法
あ

る
い

は
ノ

ウ
ハ

ウ
は
、
農
家
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
、
受
け
入
れ
や
す

く
、

適
用

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
さ

ら
に

他
の

ス
タ

ッ
フ

や
地

域
に

徐
々

に
で

は
あ

る
が

広
が

っ
て

い
く

も
の

と
思

わ
れ

る
。

言
い

方
を
変
え
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
独
自
で
普
及

活
動

や
研

修
活

動
は

継
続

的
に

実
施

す
る

こ
と

は
技

術
的

に
は

十
分

期
待

で
き

る
。

C
/P
機
関
並
び
に
関
係
機
関

の
財

政
状

況
A

N
R

Rや
D

IM
C
の

財
務

的
持

続
性

の
確
保
（
研
修
実
施
始
め
事
業
運
営
に
係
る
財
源
・
経
費
の
確
保
）

ま
ず
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
国
家
最
大
の
関
心
事
で
あ
る

節
水

灌
漑

技
術

の
導

入
・

普
及

に
向

け
た

も
の

で
あ

り
、

農
業

省
と

し
て

の
予

算
は

国
家

予
算

の
中

で
も

優
遇

さ
れ

て
き

た
と

い
え

る
。
ま
た
、
節
水
灌
漑
の
導
入
推
進
は
国
家
計
画
の
中
で

も
明

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
節

水
に

か
か

る
研

修
や

普
及

に
つ

い
て

は
、

何
ら

か
の

形
で

今
後

も
継

続
し

て
財

政
的

な
対

応
が

な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
料
さ
れ
る
。
し
か
し
、
予
算
・

財
政

面
で

の
自

立
発

展
性

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

シ
リ

ア
国

政
府

か
ら

引
き

続
き

支
援

を
担

保
す

る
必

要
が

あ
る

。

略
語

妥 当 性

受
益
者
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ

ル
ー

プ
）

の
選

定
は
適
当
か

グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に
合

致
し

て
い

た
か

有 効 性

イ
ン
パ

ク
ト

本
件
に
対
す
る
日
本
国
側
、
シ
リ
ア
国
側
双
方
の
投
入

は
、

全
般

的
に

、
そ

の
量

、
質

、
タ

イ
ミ

ン
グ

的
に

も
概

ね
適

正
で

あ
る

。
す

べ
て

の
投

入
は

最
大

限
に

活
用

さ
れ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
成
果
も
終
了
時
に
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

ま
た

す
べ

て
の

投
入

は
、

時
間

や
資

源
を

ロ
ス

す
る

こ
と

な
く

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

貢
献

し
て

い
る

。
な

お
、

機
材

投
入

は
ほ

と
ん
ど
現
地
調
達
で
あ
り
、
適
切
に
供
与
、
配
置
さ
れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
供

与
機

材
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
様

々
な

活
動

の
た

め
、

効
率

的
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

例
え

ば
、

①
節

水
技

術
の

た
め
の
灌
漑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
材
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の

測
定

機
材

や
フ

ィ
ル

タ
ー

等
）

、
②

灌
漑

普
及

員
は

じ
め

研
修

用
機

材
（

パ
ソ

コ
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

等
視

聴
覚

教
材

）
、

③
農

家
へ
の
普
及
サ
ー
ビ
ス
用
（
車
両
や
プ
リ
ン
タ
ー
等
）
。

最
後

に
、

予
算

面
で

は
、

日
本

国
、

シ
リ

ア
国

側
と

も
総

体
的

に
見

て
、

必
要

な
予

算
が

適
切

に
配

分
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

必
要

な
予
算
や
支
援
も
各

C
/P
機
関
か
ら
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、

車
両

の
ガ

ソ
リ

ン
代

が
承

認
さ

れ
ず

、
車

両
の

移
動

に
一

部
制

限
、

あ
る

い
は

研
修

員
の

研
修

参
加

の
た

め
の

費
用

を
捻

出
で

き
ず
、
研
修
候
補
生
が
せ
っ
か
く
の
機
会
を
逸
す
る
等
と

い
っ

た
面

が
あ

っ
た

。

技
術

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
は

何
か

政
策

・
組

織
的

な
イ

ン
パ

ク
ト

は
何

か

自
立

発
展

性
（
見

込
み

)

（
１
）
制
度
・
政
策
・

組
織

の
側

面

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

よ
る

効
果

は
何

か
、

そ
の
他
の
波
及
効
果
は

あ
る

か

効 率 性

（
３
）
財
政
的
側
面

技
術
の
定
着
度
・
普
及

の
仕

組
み

A
N

R
R

=A
dm

in
is

tra
tio

n 
of

 N
at

io
na

l R
es

ou
rc

e 
R

es
ea

rc
h,

 C
/P

=C
ou

nt
er

pa
rt 

Pe
rs

on
ne

l, 
 D

M
IC

= 
D

ire
ct

or
at

e 
of

 N
at

io
na

l P
ro

je
ct

 o
f M

od
er

n 
Ir

rig
at

io
n 

C
on

ve
rs

io
n,

 M
A

R
R

=M
in

is
try

 o
f A

gr
ic

ul
tu

re
 a

nd
 A

gr
ar

ia
n 

R
ef

or
m

, S
C

=S
te

er
in

g 
C

om
m

itt
ee

目
標

達
成

に
か

か
る

促
進

・
貢

献
要

因
に
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か

目
標

達
成

に
か

か
る

阻
害

要
因

は
何

か
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
外
部
条
件
は

あ
っ

た
か

目
標
達
成
の
促
進
・
阻
害

要
因

（
２
）
技
術
的
側
面

投
入
に
見
合
っ
た
活
動

/成
果

が
達

成
さ

れ
て

い
る
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
･
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン

ト
は

適
切

で
あ
っ
た
か

事
業
の
持
続
性

 

k.suzuki
スタンプ

k.suzuki
スタンプ
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質問票及びインタビュー調査にかかる分析結果 

 

シリア国側 C/Pへの質問票＆インタビュー 
 C/P総数 質問票配布数*2 回答/回収数 インタビュー 回答率(%)*1 
中央レベル C/Ps 14 9 8 5 8 (89 %) 
現場レベル C/Ps 13 11 11 10 11(100%) 

総計 27 20 19 15 19 (95%) 
*1 質問票ないしインタビューに応じた回答者の総回答率（質問票及びインタビュー双方で回答を得た者は重複するため、カウ 

ントは 1回のみ）  
*2 質問票は評価実施時に C/Pであった者全員へ配布。既に退職あるいは移動でプロジェクトの C/P の地位にない者には配布せ 

ず。さらに、本邦研修前あるいは研修中で配布が困難な C/P にも配布せず。なお、本質問票の回答期限は 2007 年 11 月 16 日

とした。 

 

質問手法及びその目的 

プロジェクトに深く関係する組織や人から、各意見やアイデアを伺うため、あるいはプロジェ

クトの達成状況をより詳しく知るため、本質問票は事前に終了時評価調査団によって作成された

ものである。 

質問票は、Q&A 設問回答方式で、マーク式あるいは自由回答の 2 種類からなる。 

あくまで本質問票は、定量化を目的とするものではなく、定性的な観点から行われるものである。 

 

質問実施までのプロセス 

本質問票は、プロジェクトのシリア人 C/Pに対して手渡され、1 部はダマスカスに配置された

中央レベルの C/Pに対して、もう 1 部はプロジェクトサイト（3 県）の現場レベルの C/Pに対し

て配布された。 

本質問票は、回答者によって全設問回答が記入され、終了時評価調査中に回収された。本質問

票回答は一部英語での回答であったが、ほとんどがアラビア語での回答であったため、ローカル

コンサルタントによって英語に翻訳された。質問票は評価 5 項目に沿って分析されたが、各質問

票は部外秘扱いである。 

 

インタビュープロセス 

終了時評価調査団によって、質問票は回収され分析された。同時に並行してインタビューも日

程調整されて、評価中に実施された。終了時評価調査の日程上の制約から、C/P全員に対してイ

ンタビューは不可能でもあり、主要メンバーに対してのみ実施された。インタビューは、プロジ

ェクトに関する追加的な情報や個々の意見をより深く聴取する目的で、個別面談あるいは集団面

談の形で行われた。 

 

 

 

質問票＆インタビューの結果要約は以下のとおり。 

 

付属資料 5 質問票及びインタビュー調査にかかる分析結果
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終了時評価における質問票＆インタビュー 

 

質問票回答者：DEITEX中央レベル C/Ps（Project Director, Project Manager, other chief and heads of 

sections）：8 名（＋インタビュー回答者 5 名)  

[記号√は次のことを示す; √√√ = 大多数の回答, √√= 数多くの回答,  √=数名の回答] 

“+”= ポジティブないしプラスの回答,  “-“= ネガティブないし批判的な回答 

 

1.  プロジェクトの実施プロセス 

1.1 プロジェクト計画の遂行  

設問 1：プロジェクトは計画どおり遂行されたか？ 

7（87％） 計画どおり、円滑にすべて遂行   1（13％） 計画どおり、ほぼ遂行  

0（0％）   計画どおりには遂行できず（遅れや計画変更あり） 

回答： 

 (+) プロジェクトは計画どおり、関係者の協力の元、円滑に遂行された。障害や問題は特に

なし (√√√) 

 (+) すべての活動は時間どおり遂行した(√√) 

 (+) 非常に円滑で、計画どおりの遂行であった(√√√) 

 (+) プロジェクトは、研修を始め、現場でのフィールド・デイ等すべて計画どおりであった 

 (+) 研究者、研修講師、それに普及員との協力、調和が取れていた 

 

1.2 予算執行 

設問 2： 国家 10 カ年計画における水資源及び灌漑水利用に対する予算配分はどうであったか？ 

回答：  

 (+) 国家 10 カ年計画にて水の問題は重要課題であり、近代化灌漑を進めるにあたって 520 億

SYP を投じている 

 (+)来年度、増額され、約 8,000 万 SYP 相当の研修予算が組まれている 

 (+) 近代化灌漑を推進する担当新部局である DMIC が農業省内に設立された。さらに、近代

化灌漑への転換を行う農家に対する長期融資の予算も約 1 億 SYP（約 200 万 US$）組まれた 

(√) 

 (?) 現時点では、現状を示す統計資料は特にない 

 

1.3 日本人専門家からの技術移転 

設問 3： 日本人専門家からの技術移転は十分に満足の行くものでしたか？  

4（50％） 大変満足        4（50％） 満足  0（0％） 普通    0（0％） 満足していない  

回答： 

 (+) 専門家は効率的に情報や知識を移転した (√√√) 

 (+) シリア C/P は、業務に関して多くのことを学んだ (√) 

 (+) 専門家は親身的であり、かつ活動をうまく誘導してくれた 
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 (+) 日本人チームの C/Pに対する優位性は、作業行動、思考力、まじめさ、それに秩序にあっ

た 

 

2. プロジェクトの妥当性 

設問 4：プロジェクトはシリア国のニーズに合致していたか?  

 7（87％） 完全に一致  1（13％）ほぼ一致（一部一致せず）  0（0％） 一致していない 

回答： 

 (+) 特に研修は手法、アプローチの点、さらに運営の点で素晴らしかった (√√) 

 (+) 農家のニーズに合致してプロジェクトはデザインされていた (√) 

 (+) 近代化灌漑のニーズや、農業灌漑における水の有効利用に関する意識向上に合っていた 

 (-)  研修活動は完全に合致していたものの、節水の意識までには至らず、更なる活動が必要 

 

設問 5： ターゲットグループのニーズにとって、プロジェクトのアプローチは妥当であったか？  

8（100％） はい   0（0％） いいえ 

回答： 

 (+) 大変満足のいく妥当なものであった (√√) 

 (+) 研修と普及の組み合わせは非常に良く、その結果、研修を受講した普及員は農家と効果

的に連絡を取り、指導できるようになった(√) 

 (+) プロジェクトで対象とした地域周辺の普及員や農家は、セミナーやフィールド・デイと

いった普及活動を通して活性化し、結びつきが強まった (√) 

 (+) ターゲットグループは当初、意識変容や指導の必要性があったが、普及活動をはじめ、

プロジェクトでの様々な活動を通じて灌漑技術の適用を行えるようになった 

 

設問 6： 農業分野とりわけ灌漑水利用に係る政策や戦略はどんなものでしたか？ プロジェクトと 

の関係についてお答えください。 

回答： 

 (+) “水の有効利用”は政府の施策であり、プロジェクトの目的と一致している (√√√) 

 (+) 多様な作物に対して適切な水を利用する事、農業生産を上げるために必要な需要の増加

に応えること、さらに近代化灌漑技術を用いた食糧安全保障の達成が、政府の戦略である 

 (+) 新しい傾向として、水をあまり消費しない作物の導入があり、更に井戸のある灌漑地に

灌漑システムを導入することがあるが、これはプロジェクトと深く結びついている 

 

設問 7： プロジェクトのデザインや計画は適切であったと思いますか？また例えば、DMIC がプ 

ロジェクトの C/P 機関として位置づけられたように、プロジェクト目標の変更を伴う計 

画修正は適切であったと思いますか？ 

8（100％） はい            0（0％） いいえ 

回答： 

 (+) サイトの状況や農家の問題を調査分析したベースライン調査を始めとして、プロジェク

トのデザインや計画は適切であった。研修や普及活動も大変適切であり、両者を結びつけた

ことはシリア国にとって画期的なことであった(√√) 
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 (+) プロジェクト開始時に、そのデザインや計画は活動の確実な実施向かって適切に描かれ

ていた。更に、近代化灌漑を導入するにあたっては、効率的な灌漑実施を推進する管轄関係

機関を巻き込んでいる (√) 

 (+) プロジェクトのアプローチ、例えば研修のレビューや評価は、シリア国にとって今まで

になかったものであり、包括的なものであった (√) 

 (+) 計画修正は、節水に関係する諸機関との連携や調整を行うにあたって不可欠なものであ

った(√) 

 (+) DMIC は近代化灌漑にあたって推進役であることから適切である  

 (+) 農業研究所や灌漑研究所のターゲットと、近代化灌漑を推進する部署である実施機関の

ターゲットは同じものである 

 

3. プロジェクトの有効性 

設問 8： プロジェクトは当初の目標を達成できたと思われますか？ 

6（75％） 達成度は非常に高い  2（25％）ほぼ達成   0（0％）あまり達成していない  

回答： 

 (+) 研修生のほとんどどは合格レベルに達しており、更に、プロジェクト活動の結果、作物

生産性もほぼ変わらず、19％以上もの灌漑節水が達成できた 

 (+) すべて順調で、非常に高い達成度 

 (+) 本プロジェクトは農家への普及活動を通して、研究所での試験レベルではなく、圃場レ

ベルでの節水灌漑の達成を可能にした 

 (+)ターゲットや圃場観察、それに研修と、プロジェクトが主眼とするものはどれも高い達成

度である。しかしながら、プロジェクトの主目標を達成するにはまだ時間が必要である 

 

設問 9： プロジェクトにもっとも大きな影響を与えた要因は何でしたか？ 

 8（回答数）： 関係機関との連携、協力関係  

 1     ： 気候や市場条件の変化 

 2     ： 政府の政策や戦略 

 0     ：その他      * 回答の内、何人かは 2 あるいは 3 の複数回答あり 

回答： 

 (+) シリア国側と日本国側チームとの良い関係 (√√√) 

 (+) 関係する諸機関の協力とプロジェクトへの強い支援体制 (√√) 。業務を成功させるため必

要な調整機能を各自が果たしたこと 

 (+) プロジェクトによって研究と普及とのギャップを埋めることができ、すべての C/Pや関係

機関が協力し合った 

 (+) 本プロジェクト目標の重要性を政府の政策が後押しした (√) 

 (+) 政府の政策や戦略によってプロジェクトを支援できた 

 (-) 旱魃によってダラ地域での井戸の枯水を引き起こし、技術面にもマイナスの影響を及ぼし

た 

 (-) 天候の影響はプロジェクトにマイナスの影響を与えている。特に旱魃は水位の低下をもた

らし、その結果、水資源の枯渇を招いている 
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4. プロジェクトの効率性 

設問 10：プロジェクトによる専門家派遣、機材、研修等の投入にかかる量、レベル、投入のタイ 

ミングや活用度は効率的であったでしょうか？ 

6（75％）すべて妥当/効率的    2（25％） ほとんど妥当/効率的 

 0（0％）あまり妥当/効率的とはいえない 

回答：  

 (+) すべて妥当、効率的であった 

 (+) 特に不可分なく投入は適切なもの 

 (?) 無回答 (√√√) 

 

5.  プロジェクトのインパクト 

設問 11： プロジェクトから生み出されたインパクトは何でしたか？ 

8（回答数）： 技術的インパクト       7： 経済的インパクト 

6： 文化/社会的インパクト                  3： 政策/制度的インパクト  

0：その他     0： なし                       * 回答はあわせて、24 回答（平均 3） 

回答： 

 (+) 節水、技術革新、専門家を含む人間関係の構築、C/Pの技術向上 (√√) 

 (+) 節水及びポンプ、特に燃料費の低下によって、農家によっては収入が向上した (√) 

 (+) デモ圃場での水管理システムは、農家に大きな技術的影響を与えており、こうしたシス

テムを持った農家はシリア国では見当たらないもの 

 (+) 灌漑網の管理技術を学習・習得 

 (+) プロジェクトは農家との会合や冊子、ポスター等様々な普及活動によって、農家の灌漑

節水にかかる意識に大きな影響を及ぼした 

 (+) (社会的観点からのインパクト）多くの農家は近代灌漑への興味を持ち、多くの農家はそ

の手法を実践し始めた（特にルーラル・ダマスカスにある Kafr Hour 地区）。近代灌漑への

転換率は大きく伸び、節水のコンセプトは深まった 

 (+)シリア国と日本国政府との関係強化 

 (-) 研修期間は少し短か過ぎる、もっと長い期間が必要 

 

設問 12：プロジェクトによるネガティブないし予期せぬインパクトは他にありましたか？ 

回答： 

 (-) 特になし。ダラでデモ圃場の井戸が枯れたことは、プロジェクトで制御できないものであ

った 

 

6.  プロジェクトの自立発展性 

設問 13：C/P の技能や持続性に鑑みて、プロジェクト終了後も、引き続いて各組織は効率的な水 

利用に関して活動が継続され、役割を果たすことが可能だと思いますか？ 

 7（87％） はい   1（13％）ある程度可能                0（0％） いいえ 

 

 



118 

回答： 

 (+) 自己評価するとすれば、農家と直接触れ合う機会や経験を通じて、自分の技能は向上し

てきており、活動を継続できる自信はある 

 (-) 調整や運営能力についてはまだ完全ではなく、できればさらに支援や指導が必要 

 (-) 理論や実践力を持った日本人専門家の支援が望ましい 

 

設問 14：プロジェクト終了後の C/P 機関の財務的持続性（運営に係る財源・経費の確保）の可能 

性について、引き続き財政面での確保は可能だと思いますか？  

0（0％）はい   8（100％）ある程度可能    0（0％） いいえ 

回答： 

 (-) 予算上の制約あり 

 (?) 現行の経済環境を鑑みれば可能。しかし、予算は政府の戦略の継続が重要 

 

設問 15：プロジェクトの成果を継続させるには、いかなる手段や行動が必要だと思いますか？ 

回答： 

<プロジェクト終了時までの短期的視点> 

 計画されているプロジェクト活動の実施 (√√) 

 プロジェクト活動のレビュー及び集積と教訓の要約 

 

<プロジェクト終了後の中長期的視点あるいは展望、提案> 

 他地区や他県へのパイロット地区の数の増加(√√) 

 地表水灌漑始め他の灌漑システムも念頭に入れること 

 より広い地域での新しいデモ圃場（農家）の設置 

 より上級の調整官や講師を増やすため、SMS（灌漑専門員）研修の継続（さらに、同研修を

行うにあたっての中央レベルでのタスクチームの設置と長期視点に立った行動の実践） 

 新組織であり、まだ組織が未確立である DMIC への研修支援の継続 

 プロジェクトは、もっと長い期間での実施ないし延長が望ましい 

 デモ農家に対する支援 

 関係する農家との連絡の継続（引き続きモニタリングとフォローが必要） 

 研修や普及活動実施にあたって、他の国際機関（例えば ICARDA や ASCAD）との連携強化 

 

設問 16：自立発展性を阻害する課題あるいは問題は何かありますか？ その他にも、何か述べた 

い事項あれば、自由にお答えください。 

回答： 

 特に問題はないと思うが、関連する諸機関同士の関係強化と透明性の確保が重要。共通する

目標に対する共同歩調を取ることが必須 (√√) 

 堆肥のもたらす土壌や地下水汚染に対して、日本国を始めとしたドナーの協力を仰ぎたい 

 いかにして節水の重要性や利点を、農家に説得するかが課題である。多くの農家は水が無料

であると認識しているため、農家の意識変革には時間がかかる。節水については、個々人の
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考えによっており、政府のコントロールがきかないので、徐々に節水のコンセプトを理解し

てもらえるよう説得するしか方法はない 

 「水利組合（WUA）」あるいは｢農家組合」については、シリア国で遅れている課題である。

水の確保や効率利用のために、この課題は必要な事項でもあり、水利組合設立の動きは何件

かあるものの、現行その進展は容易でない。シリア国においては、灌漑施設やその管理はま

だ法的な「規則」がなくてやっていけるからである。一方他国の実例や成功例からシリア国

でも応用できる術を学ぶ必要がある 
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終了時評価における質問票＆インタビュー 

 

質問票回答者: DEITEX現場レベル C/Ps（Project site: Rural Damasucus, Hama & Daraa）：  

11  名（＋インタビュー回答者 10 名)  

[記号√は次のことを示す; √√√ = 大多数の回答, √√= 数多くの回答,  √=数名の回答] 

“+”= ポジティブないしプラスの回答,  “-“= ネガティブないし批判的な回答 

 

1.  プロジェクトの実施プロセス 

1.1 プロジェクト計画の遂行  

設問 1：プロジェクトは計画どおり遂行されたか？ 

10（91％）計画どおり、円滑にすべて遂行   1（9％） 計画どおり、ほぼ遂行 

0（0％） 計画どおりには遂行できず（遅れや計画変更あり） 

回答： 

 (+) 研修やフィールド・デイ、セミナー等、どれも完璧に計画どおり実行された (√√√) 

 (+) 研修の終了時に評価や C/Pとの協議が行われたことは画期的なこと(√√) 

 (+) ほとんどの業務は計画どおり遂行しており、同国の灌漑の効率化促進や普及に役立って

いる(√) 

 (+) 水の確保、農家の関心、以前に比べて近代化灌漑導入機運の高まり、融資の決定を始め

とする政府のイニシアティブ等、シリア国にとって重要な時期でもあり、本プロジェクトは

非常にいいタイミングで開始された(√) 

 (+) 普及場所の選択、研修内容は計画どおり、適切に導入された（理論及び実践研修） 

 (+) 業務はクリアで理路騒然であった。困難や課題は遅滞なく、スムーズに解決されていっ

た  

 (+) 灌漑の専門員となれるよう普及員から選抜が行われ、また普及地域も抽出された。研修

日程は計画に沿って実施された 

 (-) １つだけ例外は、最初に抽出した農家に問題があり、デモ農家を再選考したことが唯一の

例外（ダラの事例） 

 (-) プロジェクトのほとんどは計画どおり遂行したものの、降雨量等天候の変化による変更も

あった（ハマの事例） 

 

1.2 関係者の協力関係 

設問 2：日本人専門家チームとの関係、さらにはプロジェクトが関係する諸機関とは調和が取れ、 

良好な関係であったと思いますか？ 

 9（78％） 大変満足   2（22％）満足  0（0％）普通    0（0％）満足していない 

回答： 

 (+)  お互いの尊敬、信頼の下、関係は良好であった(√√) 

 (+)  関係者全員がお互い信頼を置いていた (√) 

 (+) 日本人専門家とシリア国側との関係は良好で、かつ親密であったことで、プロジェクト

に協力する普及員や農家の信頼にもつながった 
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 (+) プロジェクトに関係する機関の協力と調整は絶大であった。また、専門家と C/Pとで、研

究、普及、研修に関する各関係部局を選択し、協力関係を築いていった 

 (+) 日本人専門家は、TOT を行う SMS 研修（灌漑専門員）の特別コースの要望を受け入れて

くれ、プロジェクト期間中、研修開発や担当者の技能向上を行った 

 

1.3 日本人専門家からの技術移転 

設問 3： 日本人専門家からの技術移転は十分に満足の行くものでしたか？  

 9（78％）大変満足   2（22％）満足  0（0％）普通   0（0％） 満足していない  

回答： 

 (+) 技術移転はあらゆる方法を使って行われた(√√√) 

 (+) 日本人専門家は、各自の得意分野に応じて、その経験や情報は適切に移転された 

 (+) 日本人専門家の技術や知識は、期待していた以上に普及員やエンジニアに移転された 

 

2. プロジェクトの妥当性 

設問 4：プロジェクトのアプローチは農家のニーズに合致していましたか?  

11（100％）はい             0（0％） いいえ 

回答： 

 (+) プロジェクトのアプローチは、農家の要望に沿ったもので、農家のニーズを適切に把握

したものであり、適切(√√√) 

 (+) プロジェクトは農家のニーズに合致しており、水利用の合理化を促した (√√√) 

 (+) 研修や普及活動は、農家のニーズに合致したもので、「一見は百聞にしかず」といった

コンセプトや農家訪問、実践的演習は適切(√) 

 (+) プロジェクトの計画や活動は、すべて農家のニーズに合致しており、現状の問題を解決

すべく、またニーズに合った現実可能な適用方法を採用していた 

 (-) 残念ながら、一部のデモサイトは農家の営農や地理状況から適切な選択とはなっていなか

った (ダラの場合) 

 

設問 5： 例えばプロジェクト活動の研修や普及を始め、プロジェクトのデザインや計画は適切で 

あったと思いますか？ 

8（73％）はい     3（27％）いいえ 

回答： 

 (+) プロジェクトのデザインや計画は適切(√√) 

 (-) 研修期間は十分でなく、できればフィールド・デイやセミナーの開催日を多くし、すべて

の県を対象にして欲しい。更に、研修受講生の数の増加が望ましい(√) 

 (-) プロジェクトはシリア国全県を網羅していなかった。普及地域は１カ所しかなく、土地条

件や作物パターンを鑑みると、もっとパイロット地域や数を増やすべき(√) 

 (-) デモ圃場は作物パターンに応じて１カ所ではなく、数カ所設置すべき。プロジェクトは灌

漑網にかかる費用のみならず、費用すべてを負担すべき（ダラ の場合） 
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3. プロジェクトの有効性 

設問 6：プロジェクトは当初の目標を達成できたと思われますか？ 

9（82％）達成度は非常に高い   2（18％）ほぼ達成  0（0％）あまり達成していない  

回答： 

 (+) プロジェクトは、対象となる地域で当初の目的を達成した(√√√) 

 (+) プロジェクトは、その目的をほぼ達成した。何より本プロジェクトによって、普及員へ

の研修で灌漑に関する情報や水資源の有効利用の方法を提供できた (√√) 

 (+) フィールド・デイは、シリアで今までにないやり方であり、農家にとって効果的（特に

実地講習、自由協議や研修評価 (√√) 

 (+) 本プロジェクトは同国にとって、まさに「パイオニア」的存在であり、高い達成と先進

的な取り組みであった（ハマの事例） 

 (-) 対象地域を広げ、他の県まで対象範囲としたい(√√) 

 (-) 他の地域をも対象にして、作物別、灌漑状況に応じた実地研究や普及を行いたい 

 (-) 今回、2 県を対象に研修を実施したものの、更なる他県対象の研修が必要 

 (-) プロジェクトは計画した目標すべてを網羅できたわけではなく、まだまだ多くの農家は伝

統的慣習方法を保持しており、 短期間でマインドを変えるのは容易ではない 

 (-) デモ農家のみで、遠く離れた農家まで情報や知識を伝えるのは容易でない（ダラの場合） 

 (-) 中長期的に見て、技術及び経済効果を確かなものにするため、プロジェクトのフォローが

必要 

 

4. プロジェクトの効率性 

設問 7：プロジェクトによる専門家派遣、機材、研修など投入にかかる量、レベル、投入のタイ 

ミングや活用度は効率的であったでしょうか？ 

4（36％）すべて妥当/効率的     7（64％）ほとんど妥当/効率的 

0（0％）あまり妥当/効率的とはいえない 

回答： 

 (+) プロジェクトは、年間計画、時間の使い方、更に専門家からの知識の移転という観点か

ら見ると効率的であった(√√) 

 (+) プロジェクトの実施は、協力内容を振り返ると、時間を最大限有効利用しており、妥当

であり適切。専門家も量、質的に適切な選択。時間を無駄なく、必要な資源投入が行われ、

プロジェクトの成功に欠かせない要素であった 

 (+) プロジェクト活動の実施は機能的で適切であった 

 (-) C/P や研修を終えた普及員のために、もっと上級の研修コースや別のメニューの研修をも

用意すべきで、さらには情報交換のための近隣諸国での研修も行って欲しい 

 (-) 研修期間は十分ではなく、できれば研修生に普及の実践のため、機材等をも少し供与すべ

き(√) 

 

5.  プロジェクトのインパクト 

設問 8：プロジェクト実施後、水利用に関してどんな変化がありましたか？ 

11（回答数）： 技術的インパクト          8： 文化/社会的インパクト  
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6： 経済的インパクト                             0：政策/制度的インパクト  

0：その他     0：なし            *あわせて総数、26 回答(人により、2 あるいは 3 回答） 

回答： 

 (+) プロジェクトは、水利用に関してさまざまな複数のインパクトをもたらした 

 (+) 節水によって、燃料の消費の節約や生産効率の増大を招いた (√√) 

 (+) 技術面では、普及員や参加した農家の技術力の向上をもたらした  

 (+) 普及に関する近代技術や知識の移転の扉を開くとともに、専門家と C/Pの尽力によって、

水の合理化の重要性に対する農家の意識を高めるといった社会的、文化的影響を及ぼした 

 (+) プロジェクトからの最大効果は、日本人専門家からの技術移転 

 (+) プロジェクトは、対象となった普及地域における農家の行動や考えを変えるといった、

強い影響を与え、農家が実際に試みたいと欲するまでになった 

 (+) 経済面では、生産コストの減少はじめ、水の浪費節約、労力の減少、更に除草作業の手

間を省くなどの効果があった 

 (+) 節水に係る大幅な減少、特にドリップ灌漑方式での綿花の生産量や収入向上（ハマの場

合） 

 (+) プロジェクトは政策策定から研究、更に実施まで一連の効果的な結果をもたらした  

 (+) 同じ県内とはいえ、研修や普及部署等異なる部署間の連携がより密接になった 

 (+)日本国政府の支援によって、人材育成や専門性の取得、強化につながった。シリア国民に

とって、日本国に対するイメージがより一層良くなった(√√) 

 (+) 水資源の効率化によって、環境にも良い効果をもたらした 

 (+) 研修に参加したことで、その知識や技術を他の同僚や農家に伝える役割を担っている

（ハマの元研修生、現在 DMIC 職員の例）  

 (-)プロジェクトによる経済や環境インパクトがあったとはいえ、社会面ではまだその波及は

現れておらず、特に農家の態度や意識を変革するまでには時間を要する 

 (-) インパクトは C/P 始め研修生やデモ農家に限られており、まだ国内の数多くの一般農家に

までは行き渡っていない 

 (?) フィールド・デイでの実演効果で、天水あるいは伝統的灌漑農家のほとんどが、近代化灌

漑への関心を持ち、融資を申請し始めたものの、まだ近代施設が導入されるかどうかは現時

点では定かではない（ハマの事例） 

 (?) デモ農家に対して、技術や費用対収入変化といったプラスの効果があるものの、周辺農家

にまでは財政的、更には社会的理由から、まだその効果が行き渡っていない 

 

設問 9：プロジェクトによるネガティブないし予期せぬインパクトは他にありましたか？ 

回答： 

 (+) 特にネガティブなインパクトはない (√√√)  

 (+) 特にネガティブなインパクトはない反面、プロジェクト は経済、社会、更には技術的な

インパクトをもたらした 

 (-) デモ農家の井戸が枯れたことで、残念ながら良い結果が出ず、またモニター農家との比較

ができなかった(ダラの事例）(√√) 
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6.  プロジェクトの自立発展性 

設問 10：プロジェクト終了後に、貴方はどうやって習得した技術の移転や引き続いて活動を行う 

予定ですか？ 

回答： 
 今後の活動は次の 3 つに集約。1. 普及員に対する研修コースの継続、2. 農家へのフィール

ド・デイ実施、3. すべての地域に灌漑担当官を配置する事(√√) 
 C/P 始め、研修受講生の中核がプロジェクトで得た経験を用いることで、引き続き活動は可

能であり、新たに他の職員への教育も可能(√) 
 集約され包括的なプロジェクトでの財産に基づき、技術開発は進み、進展してきたし、社会

さらに経済状況も、現在の様々な異なるプロジェクト活動によって、農家あるいは個々の収

入も徐々にではあるが向上してきた。よって、プロジェクト終了後も同様に、継続して行わ

れるものと確信している(√) 
 異なる管区内に、2ha 相当のデモ圃場を更に 2 つ設置すること（ダラの回答）(√) 
 プロジェクトの延長による技術や財政支援によって、成果は全国全県へと広まっていくであ

ろう 
 

設問 11：プロジェクトの成果を継続させるには、いかなる手段や行動が必要だと思いますか？ 

回答： 

 普及局の協力の下、メディア情報を用いた広報等の措置が必要(√√) 

 プロジェクトによって得られた結果を、広報を通じて各県の農業担当局に伝え、またメディ

アによる普及活動の拡大が必要(√√) 

 プロジェクトの成果をより現実のものとするためには政府の措置が必要(√√) 

 シリア国全域に対する技術支援の手法の開発の必要性 

 研修教材やマニュアルの修正や追加の必要性 

 県内の普及員や農家に対して、より多くの教材や冊子の配布 

 

設問 12：自立発展性を阻害する課題あるいは問題は何かありますか？ その他にも、何か述べた 

い事項あれば、自由にお答えください。 

回答： 
 特になし。プロジェクト関係者の意思表示と実施のみ(√) 
 プロジェクトの自立発展性を阻害する問題は特にない(√) 
 普及やテレビを用いた、プロジェクトあるいは活動の更なる広報 
 自立発展性を阻害する問題は特になく、何か問題が起こったとしても、円滑に解決できる 
 プロジェクトの成果を継続させたいとの農業省（GCSAR：総合科学農業研究総局）の意思が

ある限り、特段、プロジェクトを阻害する問題はないと思う 
 

<その他コメントや提案> 

 管区の異なる地域（例えば土壌、作物、天候あるいは農作業パターン等、異なる多様な自然

や営農環境に対応）にデモ圃場をもっと設置すべき(√√√) 

 水灌漑技術以外にもっと他の研修科目を増やして欲しい(√√) 

 研修コース数や新規機会を増やす必要あり(√) 

 普及員や農家に対する個別の研修コースの増加 

 講師に対する更なる研修(TOT) 
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 プロジェクトの継続を強く望んでおり、社会的側面を含む、より包括的なアプローチを取っ

ていただけることを期待（ハマの回答） 

 プロジェクトのアフターケア、言い換えれば、プロジェクトの便益を一層広げ、デモ農家始

め周辺農家の経営をチェックする上でも、研修の継続やデモ農家のモニターが必要 

 農業マーケットや女性が関係する作物栽培等、より農村女性（ジェンダー観点）に重きを置

く必要(ダラの場合) 

 農家、特に女性を対象として、手工芸や社会/教育科目を含むエンパワーメントに係る研修の

必要 

 他の地域、更には他国との経験やノウハウの交換 
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